平成31年度第1回湯沢町総合教育会議　議事録
１　日　　時　　平成31年4月25日（木）　午前10時50分開会　午前11時28分閉会
２　場　　所　　湯沢町役場　3階　議会第2会議室
３　出 席 者　　○湯沢町長　　　　　    　　　  田村　正幸
○教育委員会
　　　               教育長　　　           　　島村　文男
　　　               教育長職務代理　　　       北原　雄一

　　　               教育委員　　　　　         南雲　敬一
　　　　　　　　　　 教育委員　　　　　　       上村　麻美
　○事務局
・総務部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総務部長　　　　　         高橋　功

総務管理課長　　　         前原　力
総務管理課総務係長     　　角谷　淳史
・子育て教育部

子育て教育部長　　　　　　　高野　剛
教育課長　　　　　　　　　　中村　陽子
子育て支援課長　　　　　　　宮田　玲

認定こども園長　　　　　　　南雲　智子
教育課参事　　　　　　　　　岩崎　裕一

　　　　　　　　　　
４　協議事項　　(1)湯沢町教育に関する大綱について（平成31年度～平成35年度の５年間）
(2)その他
５　会議の概要
１　開　会　
	総務部長
	それではただ今から、平成31年度第1回湯沢町総合教育会議を始めたいと思います。皆様のお手元に次第がお配りしてあると思いますので、それに則って進行いたします。まず最初に湯沢町長田村正幸がご挨拶申し上げます。


２　挨　拶　
	町　長
	本日は第1回湯沢町総合教育会議にお忙しい中ご参集いただきまして大変有難うございます。また日頃から、湯沢町の児童生徒の学校教育等につきまして、多大なるご協力をいただきあらためてお礼を申し上げます。今、全国の様々な報道によると、子供たちの虐待やいじめなどが本当に大きな社会問題となっています。大津市のいじめ問題に端を発し、この総合教育会議の開催に至っていると思いますが、いじめ等の問題は学校の問題だけではなく、子育て支援ということも含め町全体として対応していかなければならないと思っています。また、学校の学力につきましては、先生方に大変頑張っていただき向上しているという報告をいただいており大変喜んでいるところでございます。そして、地域の方々とともにあいさつ運動を展開し、また、キャリア教育ということで観光のまち湯沢としておもてなしということについても一生懸命取り組みをいただいております。引き続き湯沢町の将来を担う子供たちが、湯沢町の学校教育の場でしっかりと学力を向上させ、また、人として温かい言葉をもった子供たちになってくれればとこのように思っております。今日は協議事項の大綱についてご協議いただき決めさせていただきたいと思っているところですので、よろしくお願い申し上げ私からのご挨拶と致します。本日はよろしくお願いいたします。


３　自己紹介　
	
	教育委員会、事務局（総務部・子育て教育部）の順に自己紹介
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	続きまして4番目の協議事項に入りたいと思います。「(１)湯沢町教育に関する大綱について」ということで子育て教育部長から説明をお願いします。
それでは、湯沢町教育に関する大綱の案につきましてご説明させていただきます。A3版のものをご覧いただきたいと思います。前回は平成27年度から平成30年度までの4年間ということで決めさせていただきました。主に変わった点についてご説明させていただきますと、新潟県の教育振興基本計画について、前回は6つの基本方針というものがございましたが、今回変更になり5つの基本方針ということで1番から5番まで記載させていただいております。「湯沢学園の充実」「子育て支援の充実」「生涯学習の充実」「施設・設備の充実」「事故・事件等の緊急対応の確認」ということで、5つの項目に分けてそれぞれ施策が書いてございます。前回は湯沢学園の始まりということでいろんな体制の構築というものがうたわれておりましたが、今回はそれを更に充実させるため文言等が変更されております。また、大綱の適用年度につきまして前回4年間ということでしたが、大綱については4年ないしは5年間ということでうたっておりますので、今回につきましては5年間の大綱ということになっております。以上簡単でございますが説明を終わります。

それでは、教育に関する大綱案につきましては既に教育委員会でご説明がなされているということでございますので、引き続き皆様からご審議いただきたいと思います。大綱の内容につきましてはこの総合教育会議の場において協議・調整をすることになっております。委員の皆様からご意見、ご質問等ございましたらよろしくお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。
前年度から大綱が大きく変わっておりますが、新旧を照らし合わせてみると町長が就任以来積極的に取り組んで来られた結果であり、軌道に乗せたい、準備が終わって次の段階にということを非常に強く感じました。「準備する」から「運営する」という表記に変わってきておりますので、非常に進んできたなという感想をもっています。教育委員として行政の皆さんと町長を含めて、5番の「事故・事件等の緊急対応」を今年度重点的に･･･。何かあった際にどのような動きが出来るか、いじめに対する対応もそうですし、この辺を重点的にしていきたいと思っております。
北原委員からご意見をいただきましたが、町長いかがでしょうか。
今ほど「準備」から「運営」へと進んできているというお話をいただいていることについては、そのように見ていただいていることに私としても大変良かったなと思っております。

冒頭でもありましたが、弱い立場にいる子供たちが学校のみならず家庭にあってもそういうことがあってはならないと思っております。いじめ等については逐一、教育委員会、教育長あるいは担当から話を聴くようにしています。毎日のように他の地域で起こっていることが湯沢町でも起こらないように、学校の取り組みをしっかりしていきたいと思っています。
北原委員から緊急事態が生じてしまった時はしっかり対応して、それが重大なことに繋がらないようにしていきたいというありがたいお話をいただいたところですが、ちょうど今平成30年度のいじめや不登校などの問題が生じた件数を県教委に報告する時期になっておりまして、いじめにつきましては小学校で5件、中学校で1件報告するということでとりまとめているところでございます。小学校の5件の内容ですが、身なりですとか肌の色が違うお子さんもいますので、そういった容姿について「嫌なことを言われた」ということが3件、それから「靴を隠された」といったことが1件、郊外の通っている教室で「仲間はずれにされた」ことが1件、合わせて5件ということであります。中学校の1件につきましては、ある生徒を複数で追い掛け回したり教室に閉じ込めたりといったようなことが1件ございました。それぞれ事実を確認し児童生徒同士の謝罪、保護者への連絡を行い、いずれも年度中に解消したということで報告することになっております。ちょうど話題をいただきましたので補足させていただきました。
有難うございました。今の件も含めまして他に何かございますでしょうか。
童画美術館の進行状況について、簡単に説明していただければと思いますが。
童画館の建設については一昨年の12月議会において、今ある童画を活用した童画館を建設したいと考えているというお話をさせていただきました。公聴会を行いいろいろと話を聴く中で、雪国館の活用をといったことがありましたが、駐車場の問題等を踏まえた上で現状の中ですぐこれを行うということがどうか、敷地的に狭いということであるならば近くのところでどういうものが出来るのか、ということを考えた上で結論を出したいと思っているところでございます。800点を超える童画の活用、これは何とかしていきたい思う一方、拠出するお金に対しての効果や収入を踏まえた中で、今というわけではなくしばらく慎重に検討した上で決定をしていこうとこのように考えているところでございます。先ほど申し上げた西山の雪国館への併設ということが一番好ましいと思っていたところですが、駐車場の敷地等の問題を考えた中で別な方法をやってみたときはどうなのかということを検討しているところでございまして、それを踏まえ今後どうしていくのかということをご報告申し上げたいと思います。
他に何かございますか。総合教育会議の場自体が教育政策の方向性を教育委員会の皆さんと町長とが共有するという場でございますので、そういった趣旨から特にこの大綱にとどまらずいろんなご意見等いただければと思いますがいかがでしょうか。
大綱を見させていただきこれからの学園のビジョンもどんどん良くなっていくと思います。子供も通わせていただいていて、保護者の立場としていろんな意見もありますので、そういった意見も身近に聴いて皆さんにお伝え出来きればと思っています。困りごとや意見があったらどんどん伝えていける立場になれればと思っておりますので、よろしくお願いします。
有難うございました。
最近、LGBT、性同一障害というものについて、自分の体が自分で思っている体と違っているというようなことがあって、そのような子が中学校や小学校でどうなっているのか･･･。2015年に7.6％、そのような人がいる中で1億2千万を計算すると910万人くらいいる計算になるので、そのような中でいじめなどがどうなのかと思っています。
LGBTいわゆる性的少数者でしょうか。私が来てからは1件悩みの相談がありましたので管理職会議で具体的な事例をあげ、そういうことで悩む子供さんが教職員等に悩みの相談をした時に、しっかり受け止めその悩みを一緒に解決してあげる方策をその子やご家族と一緒に考えていけるように共通認識を全職員にもってもらうように指導している経過はあります。教育委員会として行っていることはその程度ですが、教育委員さんの中で保護者、地域の方々からこんな声が届いているだとか聞いたことがあるだとかということがありましたら教えていただけたらと思います。
中学校の50ｍプールはいろいろな面で活用できないかなと思いますが。
いずれ取り壊しをするということで考えていて、そういうことを前提に可動式のプールを屋内に設置したということになっています。私たちの考えからすると「危ない」ということがありいつか取り壊しが出来ないかと思っていますが、お金がかなり掛かるというようなことがあって先送りになっています。
現状のプールにつきましては既に機械室等は全部撤去されておりますし、プール自体も床がゆがんでおりますのでプールとして使用するのは出来ないと思います。
各小学校が夏休みになると子どもが集まって遊んでいたことが頭にありましたが、合併したときに小さいプールにみんなで入る状況はおそらくそれほど人数が集まらないのではと、そんな気がしたもので･･･。屋外のプールが何らかの形で使用出来ればと思いまして･･･。
屋内プールの利用状況につきまして、補助事業で屋内プールは工事させていただきましたが条件として一般開放と年間使用がございます。現状は真冬の時期は使っておりませんが、4月の中旬から12月の中旬まで使用したことがございまして、学校で使用しない時間帯にはユースポさん等が水泳教室等で使っておりますし、また夏休みの開いてる期間につきましては、ユースポさんの方で監視員をつけていただき一般開放ということで5日から1週間程度ですが利用していただいている状況でございます。
オーロラの屋内プールも利用者が少ない割には経費がかかるということで期間を短くしたりした中で、ユースポの水泳授業などせっかくある施設を効率よく活用して進めていきたいと思っているところです。
世界的にみても学校にプールがあるのは非常に珍しく、プールというのは非常に貴重な教育の要素だとそんなことをちょっと思ったものですから。
有難うございました。他に何かございますか。

視察が非常に多い学校でいい施設でびっくりされますが、教育委員会の場所が何処か分からず探す方が多くて、事務局にいらっしゃる職員さんは我慢しているかも分かりませんが、外から見ると分かり難いのとちょっと貧相な感じがして、もう少し充実してもいいのかなと感じております。どういった形が良いのか検討してあげていってもらったほうがいいのではないかと感じました。
有難うございました。当初あそこを建設するに当たっては、平成21年度から検討委員会を立ち上げ進めてきましたが、学童保育についても今のような利用人数の増加が想定されていなかった部分もあり、延長保育も含めて施設的に窮屈なところもあります。現状、教育委員会は向こうへ行って4年目を迎えていますが、今後北原委員より話があったとおり足りない部分についてどうしていくのか、担当の事務局としっかり協議しながらどういう方向がいいのかを決めていきたいと考えております。
玄関がないんですよね。風除室か何かひとつあれば･･･。冬になると冷えますので何らかの形で考えてもらえれば。
28年の4月に異動して5月から向こうに移りましたが、基本的に書庫がない。学園全体で会議室が1個しかなく、相談に来られる方がいても教育委員会部局で打合せをする部屋が全くないとういのが状況です。また今もお話がありましたが、玄関がないので玄関先で戸を空けてしゃべっていると非常に部屋の中が寒くなることもあります。費用は掛かると思いますが、通路の部分まで張り出せればある程度書庫や打合せをするような小さい部屋も確保できるのではないか、また風除室もできるのではないかということは考えておりますが部内の意見をまとめて要望していきたいと思っております。また、職員のロッカー等も置ける場所がないので部屋の入ったところの脇にハンガーを置いて服をかけている状況ですし、そういった意味では職場の環境はあまり良くないのではと感じております。公民館の外部委託等も含め生涯学習係の職員がもし外部委託する場合には一緒になるわけですが、そうなった場合には今のスペースでは生涯学習係の分書等も含め人間もいられる場所がないので、なんらか考えないとあそこにはいられないかなと思っております。子育て支援課もあそこの部屋を造る経過を聞きましたら、もともと子育て支援センターの事務室というイメージで部屋を造られたと聞いておりまして、支援課の課自体の事務室として考えられたわけではないようなので、以前中央保育園で子育て支援センターを一室事務室として使っていたようなイメージであのスペースを確保したような形ですので、子育て支援課自体の分書関係の書庫も足りておりませんし事務室もかなり狭い状況ですので、その辺を考えるともうちょっとどうにかスペースを確保しないと難しいのではと考えております。児童クラブとか3歳児未満の保育の部屋につきましては、子どもの人数の関係もあるのでやたらに施設を造るのが良いのかどうなのかというのは長期的な目で見ていかなければならないと思っておりますが、教育委員会の事務室に関しては皆さんにご心配いただいているとおりのことは感じております。
今ほど話がありましたとおり、私たちも町長部局としてどういうことが出来るのか考えていきたいと思いますし、更に協議して良い方法を見つけていきたいと思っています。
何か他にございますでしょうか。
（特になし。）
無ければ今ほどいただいたご意見を町長の方で参考にしながら、最終的にこの大綱案というものを大綱として策定するということにさせていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。
（異議なし。）

続きまして「その他」なんですが、特に協議事項はこちらの方からは用意されてないということですが、委員さんの方で教育大綱以外のことで何かここで申し上げておきたい事とかございましたら何なりと発言していただきたいと思いますがいかがでしょうか。
1点だけ大綱につきまして補足させていただきます。以前は大綱に関しまして毎年度この総合教育会議の場で内容について文言を少しずつ変更する作業を行っておりましたが、やはり大綱というのはある一定期間の計画ということになりますので、途中で文言を変えるようなことはせずあらたにどうしても入れたい項目とか削除しなければならない項目以外は基本的には大綱の変更は行わないで、毎年総合教育会議の場でこれについての進捗状況の確認や皆さんと意見を交換し合う場としてやりたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。
いかがでしょうか。何でも結構ですが。
（特になし。）


５　閉　会　
	総務部長
一同
	それでは以上で平成31年度の第1回湯沢町総合教育会議を終了したいと思います。お忙しいところ皆さん有難うございました。

有難うございました。
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